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平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 
 
 

平成 29 年５月 15 日に公表いたしました平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と本日公表の実績値に

おいて差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異（平成 29 年４月１日～平成 29 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 

（平成 29 年５月 15 日発表） 

百万円 

45,000 

百万円 

△700 

百万円 

△600 

百万円 

△1,000 

円 銭 

△25.57 

今回発表業績(Ｂ) 47,486 △219 156 △241 △6.18 

増減額(Ｂ－Ａ) 2,486 481 756 759 ― 

増減率(％) 5.5 ― ― ― ― 

＜ご参考＞前期第２四半期実績 

(平成 29 年３月期第２四半期) 
48,273 △1,068 △926 △1,356 △34.68 

 

２. 差異の理由 

前連結会計年度において売上高獲得、収益改善に大きく寄与した「ミライザカ」「三代目鳥メロ」への業態転換・看板

変更含め業態転換を 103 店舗程度実施したこと等の効果により既存店売上高前年比は 107.2％、既存店客数前年比は

107.0％となりました。また、不振業態の立て直しによる新たな顧客層の取り込み、自社製造拠点である「手づくり厨房」

のフル活用など原価低減取り組み策の強化を進めております。 

海外外食事業においても、不採算店舗の整理、既存店舗の業態転換を進めるとともに、日本の本部との連携強化によ

り、原価低減、店舗営業レベルの向上などグループ横断的な課題解決に努めております。 

これらの取り組みが奏功し、業績は大きく改善することとなりました。 

なお、通期の連結業績予想値につきましては、第３四半期の動向を見極める必要があることから、現時点では前回発

表予想値から変更しておりません。今後、修正が必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。 

 

 

以  上 


